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峯　　　　　　　　墨

　　　　薫

犠

断
や
予
防
接
種
、
バ
ラ
y
ス
の
と
れ
た
食
生
活
に
気
を
つ
け
る
な
ど
予
防

医
学
が
徹
底
し
て
き
た
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
．

　
の
健
康
管
理
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
　
今
月
は
、
日
頃
め
だ
た
な
い
保
健
婦
の
活
動
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
唖

◆
　
わ
が
国
は
、
世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
．
そ
の
原
因
は
、

ゆ

“
医
療
技
術
や
薬
の
進
歩
が
あ
っ
た
の
は
勿
論
で
す
が
、
定
期
的
な
健
康
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
市
で
は
、
現
在
八
人
の
保
健
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
担
当
し
、
疾
病
・

予
防
、
成
人
病
対
策
、
精
神
衛
生
、
予
防
接
種
、
虫
歯
予
防
、
母
子
保
健
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
や
へ
き
地
医
療
対
策
な
ど
に
と
り
組
み
、
医
師
や
家
族
と
協
力
し
て
地
域
・

◇◆◎◇◎ゆ

成

人

病

　
わ
が
国
は
世
界
で
も
一
、
二
位
の

長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
が
、
脳
卒
中
、

が
ん
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
に
よ

る
死
亡
者
は
多
く
、
全
体
の
約
六
十

五
欝
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
成
人
病
の
予
防
や
早
期
発
見

は
保
健
婦
活
動
の
中
で
も
大
き
な
ウ

エ
ー
ト
を
占
め
、
胃
や
循
環
器
、
糖

尿
病
な
ど
の
集
団
健
診
を
関
係
機
関

と
協
力
し
て
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
健
診
の
後
、
受
診
が
必
要
と
思

わ
れ
る
人
に
は
、
医
療
機
関
へ
の
受

診
を
す
す
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、

灘

予

防

これがツッガムシ？（新水で）

早
期
治
療
を
心
が
け
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
精
密
検
診
を
受
け
た

人
に
は
、
各
地
区
毎
に
検
診
結
果
の

説
明
会
や
、
成
人
病
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
講
演

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
成
人
病
予
防
の
食
事

実
習
や
食
事
診
断
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
、

主
治
医
の
指
示
に
よ
り
、
家
庭
訪
問

を
し
、
個
人
個
人
に
必
要
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
、
成
人
病
の
予
防
に
つ
と

め
て
い
ま
す
。

母
と
子
の

　
健
康
の
た
め
に

　
健
全
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
母

子
保
健
は
、
大
変
重
要
な
位
置
を
し

め
て
い
ま
す
。
母
と
子
の
健
康
を
守

る
た
め
に
妊
娠
届
の
提
出
時
に
、
無

事
出
産
を
迎
え
る
た
め
の
相
談
を
受

け
、
助
産
婦
さ
ん
の
無
料
訪
問
制
度

の
紹
介
、
母
乳
の
す
す
め
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

て
か
ら
は
、
今
後
の
健
診
予
定
、
保

健
婦
の
担
当
地
区
、
健
康
相
談
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
四
ヵ
月
、
十
ヵ
月
、
一
歳

半
、
三
歳
児
と
成
長
発
達
の
節
目
節

目
に
健
診
を
実
施
し
、
異
常
の
早
期

発
見
や
各
時
期
の
育
児
の
ポ
イ
ン
ト

を
話
し
て
い
ま
す
。
、
特
に
十
ヵ
月
健

診
の
時
に
は
、
受
付
時
間
を
長
く
と

り
、
相
談
も
じ
っ
く
り
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
．
対
象
月
で
な
く
て

も
発
育
状
態
を
知
り
た
い
方
な
ど
は

誰
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
こ
れ
な
い
人
は
、
電
話
で

も
健
康
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

家
庭
訪
問

　
　
　
　
健
康
相
談

　
治
療
を
受
け
な
が
ら
自
宅
で
療
養

し
て
い
る
人
達
や
、
病
気
に
関
し
て

の
悩
み
、
心
配
ご
と
な
ど
で
困
っ
て

い
る
人
、
健
康
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

必
要
な
人
へ
の
家
庭
訪
問
を
し
て
い

ま
す
。
訪
問
は
、
主
治
医
の
指
示
に

よ
っ
て
、
　
一
日
で
も
早
く
回
復
で
き

る
よ
う
保
健
婦
の
立
場
で
お
手
伝
い

を
し
た
り
、
病
院
や
施
設
と
の
パ
イ

プ
役
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
要
望
に
よ
っ
て
、
集
会

　
　
虫
歯
予
防

に
参
加
し
て
個
別
の
相
談
を
受
け
た

り
、
健
康
に
対
す
る
注
意
や
病
気
に

関
し
て
の
学
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
健
康
相
談
や
学
習
会
に
つ
い

て
の
ご
要
望
は
、
各
地
区
担
当
の
保

健
婦
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

の
た
め
に

　
虫
歯
予
防
の
出
発
点
は
妊
婦
か
ら

で
す
。
今
年
度
か
ら
妊
婦
の
歯
科
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
で
は
、
四
ヵ
月
健
診
で
う

す
味
の
離
乳
食
と
母
乳
を
す
す
め
、

十
ヵ
月
児
身
体
測
定
時
に
は
え
始
め

の
頃
の
注
意
を
話
し
て
い
ま
す
。

　
幼
児
期
に
は
、
一
歳
半
∴
二
歳
児

の
健
診
時
に
歯
科
健
診
も
実
施
し
、

虫
歯
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
報
に
虫
歯
予
防
の
シ
リ

ー
ズ
を
組
ん
だ
り
、
虫
歯
の
な
い
子

の
名
前
を
市
報
に
載
せ
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
訓
練
施
設
で
は

　
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
た
め

の
訓
練
施
設
「
な
か
さ
わ
作
業
所
」

が
、
昨
年
六
月
に
開
所
し
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
所
は
、
病
院
を
退
院
し

て
社
会
復
帰
ま
で
の
中
間
訓
練
施
設

で
す
が
、
保
健
婦
は
こ
こ
に
入
所
し

て
い
る
約
十
人
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ケ
i
ー
ス
の
状
況
に
あ
わ
せ
て

仕
事
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
医

療
機
関
や
家
族
と
の
連
絡
を
と
っ
て
、

一
日
も
早
い
社
会
復
帰
の
援
助
を
し

て
い
ま
す
．
作
業
所
で
は
、
弱
電
の

ハ
ン
ダ
付
、
マ
ッ
チ
箱
の
組
み
立
て

し
ぼ
り
の
下
縫
い
を
し
て
い
ま
す
．
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灘
垂
　

　
毎
日
保
健
婦
が
健
康
相
談
を
し
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
は
気
軽
に

．

こ
相
談
く
だ
さ
い
。

o
子
供
の
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
．

○
離
乳
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

○
貧
血
予
防
の
た
め
の
食
事
や
日
常

生
活
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
。

o
成
人
病
予
防
の
た
め
の
食
生
活
や

目
常
生
活
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
。

○
病
気
や
ね
た
き
り
、
事
故
な
ど
で

犠
塾

　　　謬　　‘

羅
　　　　　　　　　　　覆　　　　　　　　謎　　　　　懸　　　陰　　梱繧

機
能
障
害
が
あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

○
妊
産
婦
の
人
で
心
配
が
あ
る
。

○
精
神
的
に
悩
み
が
あ
る
。

　
保
健
婦
は
、
こ
れ
ら
の
相
談
を
受

け
な
が
ら
、
皆
ん
な
が
健
康
で
あ
る

よ
う
に
、
病
気
に
な
っ
た
ら
早
く
適

切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

地
域
の
お
医
者
さ
ん
と
連
絡
を
と
っ

て
健
康
づ
く
り
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

小
児
科
診
療
一
日
増
や
す

　
　
　
　
　
十
日
町
病
院
・
六
月
か
ら
月
曜
午
後
に

　
県
立
十
日
町
病
院
で
は
、
六
月
か

ら
、
毎
週
月
曜
目
の
午
後
も
小
児
科

の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
毎
週
金
曜
目
午
後

に
六
日
町
病
院
の
西
田
医
師
が
診
療

し
て
い
ま
し
た
が
、
市
民
の
要
望
が

強
い
こ
と
か
ら
、
六
月
か
ら
診
療
日

を
週
一
日
増
や
し
、
毎
週
月
曜
日
の

午
後
も
診
療
を
行
う
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。
担
当
医
師
は
杏
林
大
学
か

か
直
接
派
遣
さ
れ
る
、
増
田
、
三
国
、

佐
藤
、
阿
部
の
先
生
方
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
来
年
四
月
か
ら
は
、
小
児
科
が
常

設
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「

　　　　　　　　　　　　導　　　　　　　　　　　指　　　　　　　　　　養　　　　　　　　栄　　　　　　　葦　　　　　改　　　　活　　　生　食※

　　　　　　綴　　　　　学　　　児　育※

　　　　　　談　　　　　相　　　康　健※

　　　　　　種　　　　　接　　　防　予※

　　　　　　　　　　査　　　　　　　　診　　　　　　　康　　　　　健　　　　児　　　幼　乳※

下
条
地
区

　
ロ
　
杓
　
　
フ
　
ジ
　
ノ

地区担当の保健婦に

ご相談ください

　　雛灘

吉
田
地
区

　
長
谷
川
ひ
と
み

　
　
　
　
　
＼

中
条
地
区

　
渡
辺
　
芳
子

N1

　　鑛欝

十
日
町
地
区

　
五
十
川
房
子

川
治
地
区
（
粁
礒
知
講
畷
）

　
平
沢
ユ
リ
子

　獺灘水
沢
地
区

　
小
　
川
　
範
　
子

六
箇
．
川
治
地
区
（
肪
鼎
地
区
）

　
富
　
井
　
　
尚
　
子

精
神
衛
生
・
リ
ハ
ビ
リ
・

予
防
接
種
・
伝
染
病
予
防

看
護
士
塩
川
克
宏

虞岬蕩
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地
区
広
聴
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
六
月
十
日
ま
で
に
三
会
場
が
お

わ
り
、
七
月
九
日
の
十
日
町
地
区
ま

で
、
十
三
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
六
箇
地
区
は
九
十
五
人
、
中
条
地

区
は
百
六
十
二
人
が
参
加
し
、
地
域

振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
当
局
と

熱
心
に
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

　
地
区
の
要
望
と
し
て
は
、
道
路
整

備
、
学
校
改
築
、
治
山
治
水
土
地
基

盤
整
備
な
ど
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て

お
り
、
観
光
事
業
と
し
て
六
箇
で
は

奮
藍
騰
．

塩
ノ
又
森
林
運
動
公
園
の
整
備
促
進

中
条
で
は
八
幡
山
開
発
、
吉
田
で
は

権
限
山
開
発
と
多
彩
な
提
案
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
と
し
の
広
聴
会
は
、
農

村
総
合
整
備
計
画
に
対
す
る
要
望
・

意
見
を
出
す
場
と
し
て
も
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
（
都
市
計
画
用
途
区
域

を
除
く
）
、
地
域
プ
ラ
ン
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
広
聴
会
の
予
定
は
左
記
α

と
お
り
で
す
が
、
市
で
は
だ
さ
れ
た

要
望
、
意
見
を
総
合
計
画
実
施
計
画

及
び
農
村
総
合
整
備
計
画
に
反
映
し

て
行
き
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く

の
か
た
の
出
席
、
意
見
を
お
願
い
し

ま
す
。

程　
　
臣
ゆ

日　
　
9

会
卜

聴
鷲

広
夜

区
闘

地
時

月
　
日
（
曜
）

地
　
　
区

会
　
　
　
場

6
月
14
月
㈲

美
　
佐
　
島

江
道
猿
倉
集
落
セ
ン
タ
ー

6
月
1
5
日
㈹

東
　
下
　
組

東
下
組
小
学
校

6
月
1
8
日
働

大
　
井
　
田

大
井
田
分
館

6
月
21
日
㈲

飛
　
　
　
渡

飛
渡
地
区
公
民
館

6
月
22
日
㈹

下
　
　
　
条

下
条
地
区
公
民
館

7
月
2
日
㈹

川
治
・
八
箇

川
治
地
区
公
民
館

7
月
5
日
㈲

高
　
　
　
　
山

高
山
共
栄
会
館

7
月
6
日
幻

　
　
（

新
　
　
　
座

新
　
座
　
分
　
館

7
月
9
日
働

十
　
日
　
町

市
　
民
　
会
　
館

荊
岡
圓
認
鯛
岡
岡
”
岡
岡
図
岡
”
圓
岡
岡
圓
鰻
”
図
岡
岡
鍾
図
岡
圓
岡
岡
圓
岡
岡
圓
岡
凶
鱗
N
岡
岡
岡
”
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
圓
認
岡
認
圓
岡
岡
岡
認
図
N
N
圓
岡
岡
圓
鱈
凶
”
”
岡
國
岡
”
】
澗

＝器コ

㎜
会
事

皿　

時
工

㎝
臨
成
意

器
　
回
　
造
同

　
　
　
2
　
場
を

　
　
　
第
　
球
ど

　
　
　
会
　
野
な

　
　
　
議
　
山
約

　
市
笹
契

ユ
器
　
五
月
二
十
九
日
臨
時
会
が
招
集
さ

ヨ
器
れ
ま
し
た
。
臨
時
会
は
、
臨
時
に
必

ホ
茎
要
が
あ
る
場
合
、
必
要
な
特
定
の
事

お
躍
件
に
限
り
、
こ
れ
を
審
議
す
る
た
め

コ
認
に
招
集
さ
れ
る
議
会
で
す
。

ニ

皿
　
提
案
さ
れ
た
事
件
（
工
事
請
負
契

コ

寵
約
の
締
結
）
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

ヨ
器
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ぬ
纒
o
市
営
笹
山
野
球
場
造
成
工
事
は
、

ぎ

儲
二
億
千
七
百
万
円
で
西
武
建
設
㈱
新

コ
器
潟
営
業
所
と
契
約
．

ボ
鷹
○
吉
田
中
学
校
校
舎
（
本
体
）
建
設

富器
工
事
は
、
二
億
五
千
六
百
八
十
万
円

纒潔
で
㈱
丸
山
工
務
所
と
契
約

ぬ
据
○
中
条
中
学
校
校
舎
（
本
体
）
建
設

コ
闘
”
工
事
は
、
一
億
九
千
四
百
五
十
万
円

認＝
で
協
和
建
設
㈱
と
契
約

お
器
o
下
条
中
学
校
体
育
館
（
本
体
）
建

コ

器
設
工
事
は
、
一
億
五
千
五
百
二
十
万

コ

罵
円
で
㈱
丸
山
工
務
所
、
㈱
村
山
土
建

ま

躍
建
設
共
同
企
業
体
と
契
約
。

躍
と

皿
「
会
議
録
」
の
利
用
を

ユユ
”
鯛
　
市
議
会
で
は
、
本
会
議
の
発
言
記

纒F
瞬
豚
聡
睡
瞬
鐵
罷
睡
岡
蔭
臓
轡
隅
睦

商
業
振
興
の
知
恵
を
出
し
あ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
と
語
る
日
に
五
十
三
人

　
市
の
重
点
施
策
を
テ
ー
マ
に
し
た

市
民
と
語
る
日
の
二
回
目
は
六
月
一

目
に
商
業
の
振
興
を
主
題
に
行
わ
れ
、

各
種
商
業
団
体
の
代
表
等
五
十
三
人

と
多
数
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
消
費
者
の
利
便
を
は
か
る
た
め
、

中
心
街
に
公
営
駐
車
場
の
設
置
を
と

の
要
望
に
対
し
て
、
諸
里
市
長
は
「
市

で
は
、
市
営
一
ヵ
所
、
民
営
一
ヵ
所

を
設
置
す
る
方
針
で
あ
り
、
市
営
駐

車
場
は
き
わ
め
て
近
い
将
来
に
実
現

し
た
い
。
民
営
駐
車
場
は
、
第
三
セ

ク
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
検
討
し
、

市
で
は
高
度
化
資
金
の
運
用
出
資
あ

る
い
は
補
助
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
一
方
、
消
費
人
口
拡
大
の
た
め
に

は
、
地
場
産
業
の
発
展
と
あ
わ
せ
て

企
業
誘
致
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る

と
の
声
が
多
く
だ
さ
れ
、
　
「
大
手
企

業
と
の
接
触
も
持
づ
て
い
る
が
、
十

日
町
の
条
件
を
考
え
た
場
合
、
困
難

な
面
も
多
い
．
今
後
と
も
、
各
方
面

に
働
き
か
け
る
が
、
織
物
産
業
も
も

ち
直
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
お
り
、
基
幹
産
業
へ
の
テ
コ
入

れ
を
第
一
と
し
て
、
市
民
の
生
活
を

守
り
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
．

照壷

　
商
業
の
進
展
に
も
深
い
係
り
を
持

つ
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
位
置

づ
け
は
、
①
き
も
の
や
絹
に
お
い
て

の
全
国
的
な
中
枢
機
能
②
き
も
の
の
観

光
資
源
と
し
て
の
掘
り
起
こ
し
で
あ
、

り
、
公
衆
便
所
を
つ
く
っ
て
一
一
七

号
線
を
通
過
す
る
観
光
．
船
ス
を
、
一

ゾ

回
は
セ
ン
タ
ー
に
入
れ
た
い
と
い
う

発
想
が
市
長
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
速
交
通
体
系
へ
の
対
応
と

し
て
、
浦
佐
・
湯
沢
駅
前
の
駐
車
場

億
確
保
さ
れ
、
バ
ス
路
線
も
、
湯
沢
、

新
潟
へ
の
直
行
便
運
行
、
長
岡
と
の

輸
送
体
制
強
化
を
強
く
要
望
し
て
い

る
等
の
実
状
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
「
会
議
録
」
は
、
市
議
会
事
務
局
罵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

及
び
各
公
民
館
に
備
え
付
け
て
あ
り
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

あ
な
た
も
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
市
政
に
参
加
を
〃
“
溜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
市
政
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

の
運
営
を
知
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
纒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

か
ら
選
ば
れ
た
議
員
の
審
議
状
況
な
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
躍

ど
を
理
解
す
る
、
一
つ
の
方
法
で
す
。
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ぬ

　
市
議
会
は
、
毎
年
三
月
、
六
月
・
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

九
月
、
十
二
月
の
四
回
定
例
会
が
開
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

か
れ
ま
す
が
、
こ
の
と
き
市
政
全
般
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

に
つ
い
て
の
一
般
質
問
も
、
行
わ
れ
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪

必
要
に
応
じ
、
特
定
の
事
件
を
審
議
罵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

す
る
臨
時
会
も
開
か
れ
ま
す
。
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
い
づ
れ
も
開
会
さ
れ
る
と
き
は
、
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

一
週
間
前
に
告
示
さ
れ
ま
す
。
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
議
場
入
口
に
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

備
え
付
け
て
あ
る
「
傍
聴
人
受
付
簿
」
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

に
氏
名
、
職
業
等
を
記
入
す
る
だ
け
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

で
け
っ
こ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
と
も
に
、
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

市
政
に
参
加
す
る
よ
い
機
会
で
す
。
纒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
　
”
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
据

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

聴
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

傍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュ

男
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
累

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

者
　
　
　
　
　
　
　
　
樗

区
分

　
　
年

男 女 不明 計

54 255 121 36 412

55 98 17 115

56 94 12 106

岡
瞬
随
．
闘
岡
岡
図
髄
岡
岡
岡
岡
網
N
岡
岡
岡
岡
凶
圓
凶
瞬
岡
囲
瞬
岡
岡
随
岡
岡
圓
岡
岡
鯛
岡
岡
圓
岡
岡
網
岡
岡
図
い
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鍵
響
鑑
灘
羅
難
縢

　
　
　
　
　
　
調
　
一
灘
懸
鑛
．

　
定
年
退
職
な
ど
で
社
会
の
第
一
線

を
退
い
た
後
も
健
康
で
何
か
仕
事
を

し
た
い
と
願
っ
て
い
る
方
々
は
多
い

と
思
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
そ
う
し
た
方
々
が
会
員
に
な
っ
て

一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
お
年
寄
り

に
適
し
た
仕
事
を
引
き
受
け
、
会
員

を
派
遣
し
、
報
酬
を
得
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
す
で
に
設
立
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
収
入
が
得
ら
れ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
社
会
参

加
、
生
き
が
い
対
策
と
し
て
好
評
で

す
。　

市
で
は
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
十
月
発
足
を
目
標
に
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
現
在
お
年
寄

り
が
ど
ん
な
仕
事
を
お
望
み
か
、
ま

￥

た
市
内
に
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
か
な

ど
調
査
中
で
す
。
お
願
い
に
あ
が
り

ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
、
こ
協
力
く
だ
さ

い
。

　
担
当
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
（
盈

七
－
三
二
一
番
内
線
二
＝
ハ
）
で
す
。

～
ご
存
知
で
す
か
～

　
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
　
免
除
制
度

　
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
お
さ
め

て
い
な
い
と
、
も
し
交
通
事
故
等
不

慮
の
災
難
に
あ
っ
た
場
合
な
ど
障
害

年
金
や
母
子
年
金
が
う
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
お
さ
め
た
く
て
も
、
失

業
し
て
所
得
が
な
い
と
か
、
火
災
、

　
　
　
マ
イ
コ
ン
教
室
開
催

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
十
目
町
マ
イ
コ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
第
二
回
マ
イ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま

す
が
、
次
の
要
項
で
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

開
講
日
　
六
月
十
五
日
（
火
）
　
午
後
七
時
～
九
時

場
所
　
十
日
町
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

コ
ー
ス
．
初
級
（
受
講
料
千
円
）
・
中
級
（
受
講
料
二
千
円
）
・
三
十
分

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と
筆
記
用
具
持
参

期
間
　
三
カ
月
間
（
十
二
回
）

申
込
み
　
十
目
町
商
工
会
議
所
（
盈
七
－
五
一
一
一
番
・
村
山
へ
）

そ
の
他
　
こ
の
教
室
は
会
員
参
加
を
原
則
と
し
ま
す
．
会
費
は
年
会
費
六

千
円
で
す
。
申
込
時
前
納
で
す
。

風
水
害
な
ど
の
被
害
を
う
け
た
場
合

や
、
家
計
が
苦
し
い
な
ど
の
事
情
で

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
と
か
、

生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
人
な
ど
の

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
　
（
任
意
加
入

者
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
免
除
を
希
望
さ
れ
る
人
は
市
民
生

活
課
年
金
係
（
盈
七
ー
三
一
二
番

内
線
一
二
八
）
に
お
申
し
出
く
だ
さ
．

い
。

　
免
除
を
う
け
た
期
間
は
“
保
険
料

の
滞
納
”
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
年

金
権
は
確
保
さ
れ
ま
す
が
老
齢
年
金

を
う
け
る
時
に
は
、
こ
の
期
間
の
年

金
額
は
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
の

三
分
の
一
と
な
り
、
ど
う
し
て
も
不

利
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
免
除
を
う
け
て
か
ら
十
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
当
時

の
保
険
料
額
で
納
め
る
こ
と
（
追
納

と
い
う
）
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
追
納
を
し
た
場
合
は
、
年
金

額
は
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
額

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
後
、
生
活

に
ゆ
と
り
が
出
来
た
ら
ぜ
ひ
追
納
す

る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ム
警
報
装
置

　
　
　
　
吹
鳴
試
験
実
施

　
　
－
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
ー

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ
ム

放
流
に
よ
る
水
難
事
故
防
止
に
方
全

を
期
す
た
め
、
六
月
十
九
日
（
土
）

安
養
寺
か
ら
下
条
ま
で
の
間
で
、
ス

ピ
ー
カ
ー
と
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
試
験

を
行
い
ま
す
。

◎

皿
を
に
良

　
版
手
野

魯
凹

創
届
．
　
佐

㎝
縮
　
家

　
報
　
贈

㎝
市

馴。
　
こ
の
た
び
、
市
報
と
お
か
ま
ち
の

愚
縮
刷
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

愚
　
昭
和
二
十
九
年
市
制
施
行
直
後
の

。
昭
和
三
十
一
年
に
創
刊
さ
れ
た
市
報

β
“
ミ

今
昨
年
＋
月
で
一
二
百
号
に
達
し
た

。
の
を
記
念
し
て
縮
刷
版
に
ま
と
め
た

。
の
だ
と
い
う
。

。
　
縮
刷
版
の
発
行
は
、
初
め
て
の
試

罫
だ
け
に
・
刊
行
に
ふ
み
切
る
に
は

OOO息

「
，
鴛
瀕
．
剥
．
灘
翼
蘭
臓
鍛
鯛
郵

。
し
　
”
’
瞠
口
欝
、
饗
，
脚
蟹
御
離
繕
繍
聴
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌

o心ooo恩燗ooo

麟
懸

欄
購
黙

　
　
　
　
　
　
懸
灘

．
繊
繕
麟

　　襲難麟

開欝
轟

薫
㎜
灘
灘

　
　
畿

鋸
蕪
“
鍵
饗

毒
灘
難

　
　
縣
、
鞭
　
．
．
灘

　
　
　
　
　
聾
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よ
ほ
ど
の
決
断
が
必
要
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
現
物
を
見
て
企
画
の
す

ば
ら
し
さ
に
改
め
て
敬
意
を
表
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

　
二
十
五
年
間
と
い
う
長
い
市
政
の

歩
み
が
細
大
も
ら
さ
ず
収
録
さ
れ
て

い
る
の
で
、
市
政
の
百
科
事
典
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
貴
重
な
文
献
で
あ

る
。　

役
所
の
刊
行
物
は
、
と
か
く
堅
苦

し
く
、
や
や
も
す
る
と
敬
遠
さ
れ
が

ち
な
も
の
が
多
い
け
れ
ど
も
、
こ
の

縮
刷
版
は
、
読
み
も
の
と
し
て
も
結

構
面
白
い
読
み
も
の
に
な
っ
ぞ
い
る
。

　
ぺ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
る
と
、
い

た
る
と
こ
ろ
に
、
な
つ
か
し
い
記
事

や
、
想
い
出
深
い
出
来
事
の
数
々
が

出
て
く
る
の
で
昔
の
想
い
出
を
楽
し

む
に
も
好
適
で
あ
る
。

　
市
長
さ
ん
が
、
ま
え
が
き
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

の
か
か
わ
り
を
も
っ
た
記
事
に
出
合
創

う
と
、
そ
れ
が
追
体
験
と
な
っ
て
市
胤

政
と
い
う
も
の
を
よ
り
身
近
か
に
感
愚

じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
、
市
民
と
市
。

政
を
結
び
つ
け
る
か
け
橋
の
役
割
り
。

藁
し
て
く
れ
る
の
も
縮
刷
版
の
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

能
の
ひ
と
つ
か
も
知
れ
な
い
．
　
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
千
二
百
ぺ
ー
ジ
。

近
い
大
冊
で
あ
り
な
が
ら
、
目
次
や
。

索
引
が
よ
く
整
理
ざ
れ
て
い
る
の
で
、
。

拾
い
読
み
を
す
る
に
も
・
調
べ
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

痔
る
結
ま
こ
捷
に
利
用
し
や
謀

し
の
は
　
キ
メ
細
力
な
配
慮
の
ゆ
き
。

と
ど
い
た
編
集
の
せ
い
で
あ
ろ
う
．
　
。

又
、
創
刊
時
代
の
紙
面
と
、
最
近
の
。

も
の
を
比
べ
て
み
る
と
、
写
真
や
イ
。

ラ
ス
ト
の
利
用
や
紙
面
構
成
な
ど
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

集
技
術
が
格
段
に
進
歩
し
て
お
り
、
。

市
報
そ
の
も
の
の
進
歩
向
上
の
跡
が
。

め
ざ
ま
し
い
の
も
印
象
的
で
あ
っ
た
．
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

報縮刷版は
内書店・市役所（総務課

画広報係）にあります。
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姉
妹
都
市
コ
モ
市
に
派
遣
す
る
青
少
年
六
名
が
決
定
し
ま
し
た
　
　
。

　
市
で
は
、
コ
モ
市
と
よ
り
深
い
絆
を
結
ぶ
た
め
に
、
将
来
を
担
う
若
者

か
ら
コ
モ
市
の
産
業
、
文
化
等
を
目
で
見
て
も
ら
い
、
青
少
年
と
接
し
て

交
流
の
輪
を
広
げ
て
行
こ
う
と
参
加
者
を
募
集
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
派
遣
決
定
者
は
、
十
六
歳
～
二
十
八
歳
、
職
業
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

で
い
ま
す
。
今
回
は
、
派
遣
決
定
者
を
囲
ん
で
、
コ
モ
市
を
経
験
さ
れ
た

か
た
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
青
少
年
交
流
を
よ
り
実
が
あ
り
、
具

体
的
な
も
の
に
す
る
た
め
の
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

コ
モ
の
こ
ん
な
面
に
触
れ
た
い

　
司
会
市
で
は
、
姉
妹
都
市
コ
モ

市
へ
青
少
年
を
派
遣
す
べ
く
、
こ
の

た
び
市
民
を
対
象
に
募
集
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
二
十
三
人
と
多
く

の
応
募
が
あ
り
、
当
初
の
四
名
の
予

定
を
六
名
に
変
更
し
て
決
定
し
ま
し

た
。
ま
ず
市
長
か
ら
、
青
少
年
交
流

実
現
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
を
。

　
市
長
　
五
十
五
年
十
月
に
公
式
使

節
団
と
し
て
私
が
コ
モ
市
を
訪
問
し

た
際
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
若
者
の
交

流
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
視
野
の

広
い
国
際
感
覚
の
豊
か
な
、
そ
し
て

地
域
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
の
で
き

る
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
と

話
し
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
昨
年
五
月

に
コ
モ
市
親
善
使
節
団
が
来
市
し
た

際
に
、
ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
か
ら
「
ま

ず
十
日
町
の
青
少
年
を
派
遣
し
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

1〈派遣者〉前列左より、宮沢清美

　さん、中村いずみさん、木内聡子

　さん、後列左より、真霜良夫さん

，．小海孝雄さん

1←根津勝さん
麟
鋒

座談会出席者

◆コモ市青少年派遣者

◎木内　聡子（16）

　　　　　（十日町高校二年生）

◎小海　孝雄（20）

　　　　　（関芳織物㈱勤務）

◎宮沢　清美⑳

　　　　　（自宅で和服仕立）

◎真霜　良夫（24）

　　　　　（青柳織物㈱勤務）

◎中村いずみ（25）

禰
繍
欄
⑳
鴇
需
村
伽

　　　　（中村税理士事務所）

（灘さん（28）中条病院勤務）

◆助言者
◎庭野四良治

（蟷高委員・単独で2回コ）

◎田村　恭子

（璽鶉学校副校長・50年）

◎諸里市長（55年コモ訪問）

会本田総務部長

　　　（55年コモ訪問）

◆司

諸里市長

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
方
式
で
十

分
受
け
入
れ
る
準
備
が
あ
り
ま
す
」

と
い
う
提
案
が
あ
り
、
市
で
は
派
遣

の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
き
た
。
姉

妹
都
市
盟
約
締
結
七
年
目
に
し
て
、

よ
う
や
く
花
が
ひ
ら
い
て
、
青
少
年

交
流
と
い
う
具
体
的
な
事
実
に
発
展

し
て
き
た
。
み
な
さ
ん
は
、
第
一
回

派
遣
者
で
あ
り
、
十
日
町
の
青
少
年

の
代
表
と
し
て
立
派
に
交
流
の
成
果

を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

　
司
会
　
派
遣
決
定
者
の
か
た
は
、

今
日
は
じ
め
て
一
堂
に
会
す
る
わ
け

で
す
が
、
現
在
の
心
境
を
含
め
て
自

己
紹
介
を
．

　
木
内
　
コ
モ
市
の
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ

リ
チ
さ
ん
と
ず
っ
と
文
通
し
て
い
た

の
で
、
今
回
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
村
　
は
じ
め
て
飛
行
機
に
乗
っ

て
外
国
を
訪
れ
」
ま
た
そ
れ
が
第
一

回
の
青
少
年
交
流
と
い
う
役
割
を
忘

れ
ず
に
が
ん
ば
り
た
い
。

　
真
霜
　
織
物
会
社
に
勤
め
て
い
る

の
で
、
そ
の
方
面
の
こ
と
を
見
て
き

た
い
。

　
宮
沢
　
不
安
が
先
に
立
つ
が
、
う
れ

し
く
も
あ
り
複
雑
な
気
持
で
す
。

　
小
海
　
コ
モ
市
の
親
善
使
節
団
が

来
市
し
た
と
き
、
喫
茶
店
で
青
年
交

流
を
し
た
。
ぜ
ひ
コ
モ
の
青
少
年
と

の
交
流
を
実
現
さ
せ
た
い
。

　
司
会
　
い
ま
も
、
み
な
さ
ん
が
少

し
触
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
コ
モ
市
で

こ
れ
だ
け
は
み
て
き
た
い
、
あ
る
い

は
こ
ん
な
交
流
を
し
て
み
た
い
な
ど

の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
小
海
　
私
は
十
日
町
青
年
学
級
自

治
会
の
会
長
を
し
て
お
り
、
あ
ち
ら

の
若
者
と
積
極
的
に
話
し
合
っ
て
み

て
、
も
し
青
年
学
級
の
よ
う
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

宮沢清美さん

が
あ
っ
た
ら
、
学
級
同
志
の
橋
渡
し

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
着
物
の
図
案
を
描

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
直
接

デ
ザ
イ
ン
、
プ
リ
ン
ト
技
術
の
違
い
、

色
彩
感
覚
な
ど
を
学
ん
で
き
た
い
と

考
え
て
も
い
ま
す
。

　
宮
沢
　
私
は
自
宅
で
和
服
の
仕
立

て
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係
で
イ

タ
リ
ア
の
民
族
衣
裳
に
興
味
が
あ
り
、

ま
た
コ
モ
市
は
織
物
の
盛
ん
な
ま
ち

と
聞
い
て
い
る
の
で
、
製
品
の
織
り

方
、
柄
の
付
け
方
、
ど
ん
な
人
達
が

携
わ
っ
て
い
る
の
か
、
生
産
さ
れ
た

商
品
が
ど
の
様
な
地
域
に
出
る
の
か

な
ど
を
聞
い
た
り
見
た
り
し
て
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
真
霜
　
今
回
は
ガ
イ
ド
が
い
な
い

の
で
、
そ
れ
な
り
に
自
分
の
見
方
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
何
も
知
ら

な
い
コ
モ
を
素
直
に
見
て
き
た
い
と
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思
う
。
ま
た
、
私
の
職
業
で
あ
る
図

案
で
、
他
に
秀
い
で
た
も
の
を
身
に

つ
け
た
い
と
願
っ
て
お
り
、
ミ
ラ
ノ

の
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
コ
モ
市

の
染
色
技
術
を
直
接
目
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
何
ら
か
を
残
し
て
こ
れ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
出

発
前
に
十
日
町
の
こ
と
を
勉
強
し
て

み
た
い
。
こ
ち
ら
を
知
っ
て
か
ら
、

コ
モ
を
と
い
う
気
持
で
す
。
　
．

　
中
村
　
コ
モ
は
観
光
地
と
し
て
も

有
名
ら
し
い
し
、
同
じ
絹
織
物
の
産

地
で
も
あ
る
。
絹
織
物
と
い
う
と
、

私
は
着
物
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
う
か
ば
ロ

矯
麟

真霜良夫さん　　　　　　　　　　　　ん　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　ず　　　　　　　　い　　　　　　　村　　　　　　中

血

木内聡子さん

な
い
の
で
、
コ
モ
の
絹
織
物
は
何
を

つ
く
っ
て
い
る
の
か
興
味
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
言
葉
が

通
じ
な
い
の
で
、
何
で
も
身
ぶ
り
手

ぶ
り
で
や
る
こ
と
に
な
り
、
そ
ん
な

こ
と
か
ら
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き

る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
木
内
　
コ
モ
に
行
く
こ
と
は
、
ラ

ウ
ラ
と
文
通
を
は
じ
め
て
か
ら
ず
っ

と
抱
い
て
い
た
夢
で
し
た
。
今
回
は

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
と
の
こ
と
で
、
で
き

た
ら
、
ラ
ウ
ラ
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
し
た
い
。
イ
タ
リ
ア
と
日
本
の

家
庭
で
は
生
活
や
慣
習
が
ち
が
う
と

思
う
の
で
、
今
の
自
分
で
感
じ
ら
れ

る
も
の
を
一
生
け
ん
命
勉
強
し
て
、

い
つ
も
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い

日
本
の
良
さ
、
十
日
町
の
良
さ
を
み

つ
け
て
き
た
い
。

繕
燕

　
　
灘

騨
、
驚
　
　

綴

コ

モ
は
古
い
歴
史
を
持
つ
町

　
司
会
　
助
言
者
の
か
た
か
ら
、
コ

モ
市
の
特
徴
や
留
意
点
を
お
話
し
く

だ
さ
い
。

　
田
村
　
イ
タ
リ
ア
人
が
つ
か
う
英

語
は
な
か
な
か
理
解
し
に
く
い
が
、

そ
れ
で
も
英
会
話
を
勉
強
し
て
も
ら

い
た
い
．
ま
た
女
性
は
着
物
を
持
っ

て
い
っ
て
着
て
み
せ
る
こ
と
と
、
着

物
を
紹
介
で
き
る
程
度
の
知
識
を
身

に
つ
け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
あ

と
は
度
胸
と
笑
顔
と
、
イ
エ
ス
・
ノ

ー
を
は
っ
き
り
意
志
表
示
す
る
こ
と
。

　
庭
野
　
コ
モ
に
行
く
心
が
ま
え
と

し
て
、
見
た
こ
と
だ
け
を
表
面
的
に

理
解
し
て
、
わ
か
っ
た
よ
う
な
態
度

を
と
る
群
盲
表
象
に
な
ら
な
い
で
ほ

し
い
。
古
い
歴
史
と
文
化
を
持
っ
た

都
市
で
あ
り
、
貧
乏
し
て
い
る
と
か
、

技
術
水
準
が
低
い
と
か
ま
ち
が
っ
た

観
念
を
持
た
ず
に
、
歴
史
的
な
背
景

や
現
在
の
経
済
状
態
、
織
物
な
ど
の

基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
．

　
市
長
　
イ
タ
リ
ア
人
は
、
日
本
人

に
比
べ
て
生
活
の
リ
ズ
ム
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
。
郷
に
入
り
て
は
郷
に

従
え
で
、
あ
ま
り
せ
っ
か
ち
に
何
で

も
見
て
や
ろ
う
と
し
な
い
方
が
良
い
、

老
人
の
か
た
が
や
さ
し
く
て
、
積
極

的
に
話
し
か
け
て
く
る
の
で
、
ゼ
ス

チ
ャ
ー
な
ど
で
触
れ
あ
う
の
も
一
つ

の
交
流
方
法
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
コ
モ
市
側
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
く
れ
る
と
思
い
、
視
察
す
る
場
所

に
つ
い
て
も
充
足
さ
れ
る
よ
う
配
慮

す
る
が
、
ぜ
ひ
と
も
ミ
ラ
ノ
の
彫
刻
、

絵
画
な
ど
の
美
術
品
や
、
オ
ペ
ラ
に

代
表
さ
れ
る
音
楽
に
触
れ
る
機
会
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
庭
野
　
ミ
ラ
ノ
の
ス
カ
ラ
座
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
真
霜
　
コ
モ
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
司
会
　
あ
る
程
度
の
希
望
は
伝
え

る
が
、
そ
の
他
は
コ
モ
市
側
に
一
任

し
た
い
。

　
市
長
　
合
同
で
市
内
見
学
を
す
る

時
問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
楽
し
む
時

間
、
家
族
と
と
も
に
自
由
行
動
を
す

る
時
間
な
ど
が
と
れ
る
の
で
は
。

　
司
会
　
コ
モ
市
側
で
自
由
時
間
を

用
意
し
て
く
れ
る
と
思
う
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
希
望
を
持
っ
て
い
た
方
が

よ
い
。
－
国
立
繊
維
大
学
が
あ
る
の
で

案
内
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
．

　
田
村
　
観
光
旅
行
だ
と
見
て
き
た

だ
け
の
感
じ
に
な
る
の
で
、
コ
モ
、

ミ
ラ
ノ
の
歴
史
を
勉
強
し
て
お
い
て
、

田村恭子さん

．　轟

庭野四良治さん

本田総務部長

コ
モ
市
側
が
考
え
て
く
れ
た
プ
・
グ
ラ

ム
を
理
解
し
、
自
分
の
見
た
い
所
を

積
極
的
に
言
う
く
ら
い
に
ま
で
な
っ

た
ら
日
取
高
だ
。

　
庭
野
　
コ
モ
の
絹
織
物
の
歴
史
は

紀
元
前
二
千
八
百
年
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
、
ミ
ラ
ノ
王
国
、
ベ
ネ
チ
ア
王
国
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
王
国
な
ど
都
市
国
家

と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ

れ
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の

視
点
で
見
る
と
す
ご
く
興
味
が
あ
る
。

　
市
長
　
都
市
国
家
と
い
う
話
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
は
自
分
の

生
ま
れ
だ
町
に
住
ん
で
、
生
ま
れ
た

町
で
暮
ら
し
て
、
生
ま
れ
た
町
で
死

ぬ
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
同

じ
イ
タ
リ
ア
の
中
で
も
、
都
市
間
で

競
闘
意
識
が
強
く
、
日
本
人
が
不
思

議
に
思
う
く
ら
い
生
ま
れ
た
地
方
に

愛
着
を
持
っ
て
い
る
．

　
庭
野
　
人
種
が
ち
が
い
、
三
つ
く

ら
い
あ
る
の
も
そ
の
要
素
だ
ろ
う
。

　
市
長
　
自
分
の
郷
土
が
一
番
良
い

と
い
う
意
識
が
強
い
か
ら
、
ま
た
生
ま
れ

た
町
を
温
存
す
る
こ
と
が
良
い
こ
と

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
先
祖
が

作
っ
た
も
の
を
残
し
て
お
り
、
非
常

に
古
く
て
良
い
も
の
が
あ
る
．

　
田
村
　
土
・
日
曜
に
な
る
と
フ
ラ

ン
ス
の
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
コ
モ

に
き
て
図
案
を
書
い
て
い
る
。
そ
ん

な
面
か
ら
コ
モ
の
色
彩
感
覚
は
ど
う

し
て
み
よ
う
も
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し

い
。

　
庭
野
　
ヨ
i
・
ッ
パ
人
は
具
体
的

な
民
族
で
あ
る
の
で
中
途
半
端
な
返

事
を
し
な
い
で
、
い
ら
な
い
も
の
は

は
っ
き
り
意
志
表
示
す
る
こ
と
。

　
田
村
ま
た
一
方
で
、
生
活
の
中

に
宗
教
が
と
け
こ
ん
で
い
る
。

　
庭
野
　
日
本
人
の
考
え
て
い
る
宗

教
意
識
と
は
全
然
ち
が
い
、
宗
教
を

基
本
に
し
て
生
き
て
き
た
民
族
だ
。

地
域
へ
の
還
元
を

　
　
ど
の
よ
う
に

　
司
会
　
最
後
に
、
コ
モ
で
の
経
験

を
十
日
町
に
持
ち
帰
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

　
小
海
　
市
内
の
青
年
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
の
か
た
と
連
絡
協
議
会
を
つ
く

っ
て
、
コ
モ
市
か
ら
青
少
年
が
み
え

た
場
合
、
交
流
の
計
画
を
た
て
て
み

た
い
。

　
宮
沢
　
自
分
の
仕
事
と
比
べ
て
み

た
り
、
産
業
な
ど
見
て
き
た
こ
と
を

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
。

　
真
霜
　
織
物
と
い
う
職
業
を
通
じ

て
地
域
還
元
を
は
か
り
た
い
。
そ
の

た
め
、
な
る
べ
く
織
物
に
関
し
た
こ

と
を
見
て
き
た
い
。

　
中
村
　
自
分
の
見
て
き
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
を
文
章
に
し
て
、
新
聞

な
ど
に
寄
稿
し
た
い
。

　
木
内
　
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と

交
流
し
て
、
帰
っ
て
か
ら
も
そ
れ
を

た
や
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
友
達

に
話
し
た
り
し
て
、
姉
妹
都
市
交
流

の
輪
を
広
げ
て
行
き
た
い
。
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市
農
業
委
員
会
で
は
昭
和
五
十
六

年
度
か
ら
農
用
地
利
用
増
進
事
業
と

農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
．

　
こ
の
事
業
は
、
農
業
以
外
の
仕
事

に
専
念
し
て
い
た
り
、
農
業
後
継
者

難
な
ど
で
農
業
を
続
け
る
こ
と
も
で

き
な
く
適
当
な
借
ゆ
手
を
さ
が
し
て

い
る
人
、
逆
に
農
業
の
経
営
規
模
拡

大
を
望
ん
で
い
る
人
な
ど
の
農
地
の

貸
し
借
り
を
円
滑
に
促
進
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
昨
年
に
こ
の
事
業
を

実
施
し
て
以
来
五
月
十
四
日
ま
で
に

約
八
十
五
診
の
流
動
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

き
灘
難
、

購

農
用
地
利
用

　
　
　
増
進
事
業
の
特
徴

　
農
地
を
貸
し
た
い
売
り
た
い
人
に

　
は一

、
農
地
を
貸
し
た
り
売
っ
て
も
農

地
法
の
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
。

二
、
農
地
を
貸
し
て
も
約
束
の
期
限

が
く
れ
ば
離
作
料
を
支
払
う
こ
と
も

な
く
確
実
に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

三
、
農
地
を
売
っ
た
場
合
の
所
得
税

は
そ
の
譲
渡
所
得
か
ら
五
百
万
円
が

控
除
さ
れ
ま
す
。
（
農
用
地
区
域
内
）

　
農
地
を
借
り
た
い
買
っ
て
規
模

　
拡
大
を
図
り
た
い
人
は

一
、
農
地
を
借
り
た
り
買
っ
て
も
農

地
法
の
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

農
業
用
施
設
用
地
へ
の
転
用
を
目
的

と
す
る
場
合
も
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

二
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合

は
所
有
権
移
転
の
嘱
託
登
記
（
申
請

者
に
代
っ
て
農
業
委
員
会
が
登
記
す

る
）
を
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
登
録

免
許
税
千
分
の
五
十
が
千
分
の
九
に

軽
減
さ
れ
ま
す
（
農
用
地
区
域
）
。
さ

ら
に
、
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は

取
得
価
格
の
三
分
の
一
が
控
除
さ
れ

ま
す
（
農
用
地
区
域
）
。

三
、
農
地
等
取
得
資
金
（
利
率
三
・

五
新
）
を
千
五
百
万
円
ま
で
借
り
ら

れ
ま
す
（
一
般
は
二
百
万
円
）
。

農
用
地
高
度
利
用

　
　
　
　
　
促
進
事
業
と
は

　
こ
の
事
業
は
、
農
用
地
利
用
増
進

事
業
に
よ
っ
て
安
心
し
て
農
地
を
貸

し
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　諺　　　　　　　　　　　　　撒
　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　の　　　　　　　　朔　　　　　　　6　　　　　響　　　羨　通交

～梅雨どきの交通事故に

　　気をつけましょう～

★歩行者、自転車利用者は

▲雨具は明るい色を！特に夜間は気をつけて

▲雨の日の道路横断、特に夜間は左右の安全

　を確かめて

▲前方が見えない傘のさし方は危険です．自

　転車の傘さし運転は禁じられています。

★ドライバーは

▲雨の日の高速運転はスリップの危険があり

　ます。雨の降りはじめが特に危険です。

▲速度は控えめに、車間距離は普段の2倍と

　って

発生件数 死者数 傷者数
十日町市　　　12 0 18

川西町　　　　5 0 6
津南町　　　　1 O 1
中里村　　　　1 O 1
郡市計　　　19 O 26

と
と
も
に
、
農
地
流
動
化
奨
励
金
を

て
こ
に
し
て
農
地
の
流
動
化
を
促
進

し
、
真
に
農
業
を
担
っ
て
い
く
人
の

経
営
の
育
成
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
農
地
を
貸
し
た
農
家
に
は
、
次
の

と
お
り
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
．

　
三
年
～
六
年
未
満

　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
り
一
万
円

　
六
年
未
満

　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
り
二
万
円

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め

各
地
区
に
農
業
委
員
を
含
め
四
十
二

名
の
農
地
流
動
化
推
進
員
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
農
地
の
貸
し
借
り
や
売

買
は
推
進
員
か
農
業
委
員
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
詳
細
問
い
合
せ
は
市
農
業
委
員
会

事
務
局
（
E
七
－
三
一
一
一
番
内
線

二
六
一
）
ぺ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
制
度
を

　
　
　
ご
存
知
で
す
か

　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
人
権
擁
護

委
員
は
、
民
間
人
に
よ
る
国
民
の
基

本
的
人
権
を
見
守
る
番
人
で
す
。

　
市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
次
の
四
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
個
人
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
武
田
文
雄
（
土
市
）

　
小
林
賢
秀
（
川
原
町
）

　
竹
内
　
茂
（
川
治
内
後
）

　
中
林
秀
一
郎
（
中
条
中
町
）

下
水
道
事
業

　
　
受
益
者
貸
担
釜
納
鑓
に
遷
協
力
を

　
市
で
は
、
来
年
度
に
下
水
道
事
業

第
一
期
計
画
区
域
の
処
理
開
始
を
め

ざ
し
て
、
終
末
処
理
場
の
建
設
を
は

じ
め
、
各
町
内
の
下
水
道
管
の
埋
設

工
事
を
急
。
ヒ
ッ
チ
で
実
施
し
て
い
ま

す
．
そ
の
事
業
費
の
一
部
と
し
て
、

受
益
者
負
担
金
を
五
十
四
年
度
か
ら

五
十
八
年
度
ま
で
二
十
回
分
割
で
納

入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
分
の
納
付
状
況
は
、

四
月
末
ま
で
に
総
額
三
千
八
百
六
十

万
五
千
円
の
う
ち
三
千
七
百
四
十
七

万
七
千
円
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
延
百
人
が
未
納
と
な

っ
て
い
ま
す
。
負
担
金
未
納
の
方
は

で
き
る
だ
け
早
目
に
金
融
機
関
か
市

役
所
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
五
十
七
年
度
分
の
納
入
通
知
書
は

六
月
中
旬
頃
、
一
年
分
（
年
四
回
）

を
ま
と
め
て
該
当
者
に
送
付
し
ま
す
。

　
　
住
み
郷
・

　
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
十
日
町

分
会
（
尾
身
斉
治
郎
会
長
）
で
は
、

地
区
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
運
動
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
市
内
六
ヵ
所
で

推
進
地
区
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
今

年
度
の
重
点
活
動
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

一
、
町
や
川
を
き
れ
い
に
環
境
美
化

　
の
推
進

●
山
や
川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
運
動

●
河
川
や
地
域
の
清
掃
推
進

●
環
境
．
ハ
ト
・
ー
ル

第
一
期
分
の
納
期
が
六
月
三
十
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
納
入
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

　
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
負
担
金
納
付
の
た

め
に
金
融
機
関
や
市
役
所
に
お
い
で

い
た
だ
く
な
ど
の
手
間
が
は
ぶ
け
、

納
め
忘
れ
等
も
な
く
便
利
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
預
金
し
て
あ
る
金
融
機
関
の

窓
口
で
印
鑑
、
納
付
書
を
持
参
の
う

え
手
続
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た
ら

届
け
出
を

　
受
益
者
や
受
益
地
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
、
徴
収
猶
予
、
減
免
に
該
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
は
、
す
み

や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
計
画
決
定

●
緑
の
町
づ
く
り
運
動

●
ご
み
の
持
ち
帰
り
運
動

二
、
ご
み
処
理
運
動

●
水
切
り
袋
や
ご
み
袋
の
斡
旋

●
ご
み
の
減
量
運
動

三
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
推
進
す

　
る
運
動

●
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
に
積
極
参

加
と
協
力

●
基
礎
食
品
の
普
及
指
導
と
食
生
活

改
善
の
援
助

四
、
衛
生
思
想
の
普
及
運
動

●
講
演
会
の
開
催
・
先
進
地
視
察
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ず
「
よ

　
　
　
　
‘

　
計
量
法
で
は
、
取
引
ま
た
は
証
明

上
に
使
用
し
て
い
る
「
は
か
り
」
の

使
用
者
に
対
し
て
知
事
が
行
う
定
期

検
査
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。
今
年
の
「
は
か
り
」
の
定

期
検
査
を
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
実
施

し
ま
す
の
で
対
象
者
は
受
検
し
て
く

表程日

か
り
」
の
定
期
検
査

だ
さ
い
。
な
お
当
日
受
検
で
き
な
い

場
合
は
期
間
中
の
他
の
日
時
に
受
検

で
き
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
に
受
検
し
な
い
場
合

は
、
後
日
、
計
量
検
定
所
（
長
岡
市
）

ま
で
直
接
検
査
に
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
期
日

受
付
時
間

検
査
場
・
同
所
在
地

検
査
実
施
の
区
域

6
月
28
日

　
（
月
）

午
前
9
時

　
～
11
時

吉
田
出
張
所

　
十
目
町
市
北
鐙
坂
三

吉
田
地
区
全
域

午
後
1
時
30
分

　
～
3
時
30
分

川
治
地
区
公
民
館

　
十
目
町
市
河
内
町

高
山
、
．
錦
町
、
美
雪
町
、
桜
木
町
、
春

口
町
、
高
田
町
4
、
5
、
6
、
山
本
町

千
歳
町
、
寿
町
、
河
内
町
を
除
く
、
川

治
地
区
全
域
、
六
箇
地
区
全
域

6
月
29
目

　
（
火
）

午
前
9
時

　
～
11
時
30
分

午
後
1
時

　
～
3
時
30
分

水
沢
出
張
所

　
十
目
町
市
土
市
コ
．

水
沢
地
区
全
域

6
月
30
目

　
（
水
）

午
前
9
時

　
～
－
寺

　
　
－
n
H

中
条
地
区
公
民
館

　
十
口
町
市
中
条
旭
町

新
座
、
本
町
七
丁
目
を
除
く

中
条
地
区
全
域

午
後
1
時
30
分

　
～
3
時

下
条
地
区
公
民
館

　
十
日
町
市
下
条
本
町

下
条
地
区
全
域

地場産業振興センター

《霧劇』マ誇》決定’

擁
灘
　
鞭

　
き

　
　
き

　
　
　
　
さ
き

覇
灘
、
羅

　
　
　

騰
圃
聾

　
・
獺

羅
鞭
鋸

　
　
欝

　
　
聾
・
．

※そσ）他び）地域は6／25お知らせ版に掲載します。

』四1ア

労働問題の講演会

●
と
き

　
六
月
二
十
一
日
㈲

　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

●
と
こ
ろ

　
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー

　
三
階
　
集
団
指
導
室

「
人
の
扱
い
方
・
育
て
方
」

中
川
茂
夫
先
生

　
（
重
症
心
身
障
害
児
施

設
長
岡
療
育
園
事
務
長
・

長
岡
商
工
会
議
所
労
働

　
問
題
懇
話
会
会
長
・
元

県
地
労
委
使
用
者
委
員
）

○
参
加
料
は
無
料
　
○
当
日
は
、
市

役
所
一
階
相
談
室
で
、
労
働
問
題
の

全
般
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

工
業
総
謙
調
査
の

　
　
　
ポ
蒸
雛
ー
馨
集

　
通
商
産
業
省
で
は
、
毎
年
実
施
し

　
一
　
た
味
・
村
　
の
い
で
し

　
　
　
ま
意
町
町
　
本
あ
つ
現

　
　
　
、
の
日
市
　
1
0
り
と
表

　
　
　
布
つ
十
力
　
、
わ
ひ
を

　
　
　
・
2
は
1
0
。
は
交
の
晶

　
　
　
物
う
の
の
す
ク
が
色
結

　
　
　
織
い
　
域
ま
一
わ
特
の

　
　
　
、
と
け
地
い
マ
林
的
」

　
　
　
霧
m
樫
叔
課
靖

　
　
　
ロ
差
わ
は
味
ン
肋
の
る
ま

　
　
　
ク
交
現
た
意
シ
q
域
あ
い

　
　
　
　
は
を
ま
を

愛称　　　髪
　　　　　　　　　　　　　ま

「クロス10十日町Jを

　　　　　　　　　　　　　線
（クロス・テン・とおかまち）地

　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　　　　　　　　　て

て
い
る
工
業
統
計
調
査
（
十
二
月
三

十
一
日
現
在
）
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
の
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
を
つ
ぎ
の

要
項
で
一
般
か
ら
募
集
し
ま
す
。

■
作
品
の
内
容
　
ω
製
造
事
業
所
が

工
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
そ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
も
の
で

未
発
表
の
も
の
。

ω
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
ω
用
紙
は
縦
五

十
九
弛
．
屑
、
横
四
十
二
弛
．
材
（
日
本

標
準
規
格
A
2
版
）
で
縦
長
に
使
用

ω
色
は
四
色
以
内
（
白
は
一
色
と
数

え
な
い
）
＠
図
案
に
入
れ
る
文
字

「
通
商
産
業
省
」
「
工
業
統
計
調
査
」

「
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
」

国
写
真
使
用
不
可
　
㈲
ポ
ス
タ
ー
裏

面
に
「
住
所
、
氏
名
、
職
業
」
を
明

記■
応
募
締
切
　
六
月
三
十
日
（
当
日

　
消
印
有
効
）

■
表
彰
o
最
優
秀
賞
一
名
（
賞
状
及

　
び
副
賞
十
万
円
）
o
優
秀
賞
二
名

　
（
賞
状
及
び
副
賞
三
万
円
）
○
佳

　
作
五
名
（
記
念
品
）

■
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は
、
市
総
務

課
企
画
広
報
係
（
傭
七
－
三
一
一
一

番
内
線
≡
二
五
）
へ
．

　
　
　
職
業
醐
難
婚
簗
纂
雛
籔
饗
雲
施

　
職
業
訓
練
法
北
基
づ
き
指
導
員
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
試
験
で
、

合
格
者
に
は
申
請
に
よ
り
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
職
種
は
、
園
芸
、
染
色
、
和
洋
裁
、
溶
接
、
自
動
車
整
備
、
測
量
、
事
務

タ
イ
プ
科
な
ど
七
十
四
種
類
が
あ
り
試
験
科
目
は
、
訓
練
計
画
・
方
法
、

作
業
分
解
、
管
理
、
労
務
管
理
、
生
活
指
導
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
受
験
串
請
期
問
は
六
月
十
九
日
ま
で
、
試
験
期
日
は
七
月
二
十
五
目
㈲
。

　
　
　
57
年
度
労
鋤
通
繕
撒
鷺
鞘
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
雌
馨
募
集

　
目
本
労
働
協
会
で
は
、
労
働
問
題
労
働
関
係
の
基
本
的
、
体
系
的
知
識

習
得
の
た
め
の
労
働
通
信
教
育
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

九
月
か
ら
三
月
ま
で
の
間
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
労
使
関
係
者
、
管
理
・

監
督
者
等
要
員
教
育
の
｝
環
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
申
礁
懲
叢
経
灘
響
薩
獺
獲
進
趨
間

　
中
小
企
業
者
の
経
営
合
理
化
意
識
を
高
め
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
県
で
は
毎
年
六
月
を
経
営
合
理
化
推
進
月
間
と
定
め
各

種
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。　

　
　
　
　
●
と
　
き
　
六
月
二
十
五
日
囲
　
午
後
一
時
半
か
ら

藷演含

●
と
こ
ろ
　
六
日
町
役
場

「
不
況
を
乗
り
き
る
経
営
」

i
中
小
企
業
診
断
士
　
　
近
野
　
　
敵
氏

「
高
速
交
通
時
代
の
経
済
と
こ
れ
か
ら
の
経
営
」

1
三
井
物
産
㈱
新
潟
支
店
長
　
　
千
葉
晃
久
氏

絹
登
録
織
機
共
同
廃
棄
事
業
の
実
施

　
通
産
省
で
は
、
絹
業
の
テ
コ
入
れ

策
と
し
て
五
十
七
年
度
単
年
度
事
業

で
、
絹
登
録
織
機
の
共
同
廃
棄
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
が
最
後
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
廃

棄
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
十
日
町
織

物
工
業
協
同
組
合
（
盈
七
－
九
一
一

一
番
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

◎
申
込
締
切
日

　
　
六
月
十
五
日
図

◎
買
上
予
定
価
格

　
小
巾
耕
専
用
機

　
　
…
…
三
十
万
円
前
後

　
広
巾
織
機
（
二
巾
・
三
巾
・
四

巾
）
ジ
ャ
ガ
ー
ド
付

　
　
…
：
四
十
九
万
円
前
後

学
卒
求
人
受
理
説
明
会

　
来
春
三
月
新
規
学
卒
者
を
対

象
と
す
る
求
人
受
理
が
七
月
一

日
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
伴
い
、

説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

●
六
月
十
七
目

　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
か
ら

●
会
場

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
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　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　会　　　　　　　　　　　　　　大　　　　　　　　　　　　球　　　　　　　　　　　野　　　　　　　　　朝　　　　　　　　早　　　　　　奪　　　　　争　　　杯　長市

－
。塞未

　
ヤ
ル

　
　篇鵬

韓
第
蓄

7月1日（湘～8月中

●会　　場　市営グランド（城ヶ丘球場）

　　　　　　信濃川運動公園野球場
●参加資格　市内在住の一般市民（中・高校生除く）

〈チーム編成〉

皇位（編成困難な場合は近隣町内での編成可能）

～ンバーは、監督・主将を含め15名以内

：は、40歳以上の人が、必ず2名以上出場すること

巨盟単独チームは出場できない

巨盟に登録し、公式戦で投げた投手は、その守備

：は出場できない

●6月30日㈲

　午前9時開会

●市営グラウンド

　（城ケ丘野球場）

　　　　　　　　　　　　　o町内単位（編成困難な場合は近隣町内での編成可能）
●申込み締切
　　　　　　　　　　　　　O構成メンバーは、監督・主将を含め15名以内
　6月21日（月）必着
　　　　　　　　　　　　　O試合には、40歳以上の人が、必ず2名以上出場すること

●申込み・問い合わせ先　　　o野球連盟単独チームは出場できない

　　　　　　　　　　　　　o野球連盟に登録し、公式戦で投げた投手は、その守備
　市教育委員会体育課　　　　位置には出場できない
　「高齢者

　　ゲートボール大会係」
　申込用紙は体育課と　　　■参加料　1チーム3・000円　■抽選会　6月19日ω夜7時

地区公民館にあr）ます。　■申込み締切　　　　　　　　　　　　　市民体育館

　＿雨天順延＿　　　　　　　6月18日働　　　　　　　■申込み先　市教育委員会体育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課

　
　
　
　
　
7
月
中
旬
～
9
月
上
旬
〈
15
回
〉

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市

の
現
状
や
仕
事
な
ど
を
実
際
に
目
で

見
、
耳
で
聴
い
て
も
ら
い
市
の
行
政

を
少
し
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
今
年
度
も
施
設
見
学
を

実
施
し
ま
す
。
　
〔
詳
細
は
六
月
二
十

五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
〕

　
施
設
見
学
参
加
者
は
年
々
増
加
し

て
お
り
（
昨
年
は
十
九
回
、
約
六
百

名
が
参
加
）
、
今
年
も
多
く
の
希
望

者
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
参
加
し

た
団
体
に
つ
い
て
は
参
加
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
た

だ
し
、
団
体
構
成
の
メ
ン
バ
ー
が
入

れ
替
っ
た
団
体
に
つ
い
て
は
差
し
つ

か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

～十日町市体育指導委員会～

会　　場 種　　目 対　象 時　間 曜日 第1回
六箇小学校 軽スポーツ・その他． 一　般 7：30～9：30 水 6月9日

八箇小学校 バドミントン・軽スポーッ 婦人（一般） 7：30～9：30・ 水 7月7日

馬場小学校 レクダンス・バドミントン 婦　人 8：00～10：00 木 8月5日

吉田小学校 軽ス　ポー　ツ 一　般 8：00～10：00 木 7月1日

東下組小学校 レクダンス・卓球 一　般 8：00～10：00 金 7月2日

飛一小学校 卓　　　　　　球 一　般 8：00～10：00 金 6月25日

－
崖

＝：

第3回＋鵬康ウォーク！

　　　　　　　　～東部自衛団～

“美しい景色と

　さわやかな初夏の風をうけて…“

6月20日（日）小雨決行

　　　　（雨天は6月27日に）

●出発　午前8時

●集合来迎寺
●参加資格　だれでも参加できます

●申込み　6月17日休）までに市民体育館

　　　　（申込み用紙有）

市民プールアルバイ麟！

　＿プール監視など一

●資格　大学生以上で健康な男子

　　　　　　　　　　（泳げる人）

●期間　7月10日～8月31日

　　　　午前8時半～午後8時
　　　　　　　　　　（2交替制）

●人員　10名程度

●申込締切　6月30日㈱必着
●申込先　市体育課（申込用紙有）

●
と
　
き
　
6
月
22
日
ω
り

　
　
　
　
午
後
－
時
半
～
4
時

●
と
こ
ろ
＋
日
町
市
公
民
館
4
階
講
堂

講
演
「
果
実
酒
の
世
界
」

　
果
実
酒
普
及
会
理
事
長
石
田
穣
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
津
南
町
出
身
）

実
演
「
正
し
い
果
実
酒
の
つ
く
り
方
」

　
理
事
長
夫
人
石
田
美
江
子
先
生

●
受
講
料
は
無
料
で
す
。

●
主
催
　
十
日
町
市
公
民
館

●
後
援
　
十
日
町
新
聞
社
、
十
日
町
タ
イ
ム
ス
社

　
　
　
週
報
と
お
か
ま
ち
社
、
ニ
ュ
ー
ス
う
お

　
　
　
ぬ
ま
社

薦’昊溜擁釜にカツプ贈呈
卓球実技講習会

6月15日（幻午後7時半～9時
●会場　東小学校体育館

●対象　一般成人（男女問わず）

　　　各地区のクラブリーダー等
●申込み　6月14日（月）までに

　　　市民体育館または市体育課に

身障者と一緒に…いい汗流しませんか！

　十日町北ロータリークラブ（青柳兵右エ門
会長）では、5月26日の例会の席上で婦人バ
レーボール連合会へ優勝カップを贈呈。

　市教委主催の婦人バレーボール教室から2
年前連合会を結成し、バレーボールを通じて

スポーツ向上につくしたママさんバレーへの
カップ贈呈となったもの。

ボランティア募集中！

　　…ぜひご協力を…

6月14日午後7時半～市民体育館

市民体力テ社

6月19日（土）午前9時～午後3時

6月20日（日）午後6時～午後9時

会場　市民体育館

《
グ
ル
ー
プ
紹
介
》

東
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
七
年
前
、
健
康
と
親
睦
を
目
的

に
始
め
た
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
が
ク
ラ
ブ
化
さ
れ
て
三
年

目
。
若
さ
と
体
力
の
維
持
増
進
を

す
べ
く
毎
週
和
気
あ
い
あ
い
に
練

習
に
励
ん
で
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

（
代
表
大
島
一
夫
さ
ん
i
新
座
二
）

　
子
ど
も
の
応
援
を
背
に
　
練
習

試
合
　
市
内
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
出
場
な
ど
恵
ま
れ
た
コ

ー
チ
陣
の
も
と
に
い
い
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
　
（
入
会
希
望
者
は
盈

七
1
0
一
七
七
番
会
長
さ
ん
ま
で
）
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地
域
子
ど
も
会
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
制
定

　
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
で

は
、
さ
き
に
地
域
子
ど
も
会
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
し
た
が
、

十
九
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
審
査

会
の
結
果
、
市
内
本
町
七
ー
一
小
林

順
二
さ
ん
の
作
品
が
入
選
し
、
去
る

五
月
二
十
一
日
市
民
会
議
の
総
会
で

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
地
域
の
「
協
調
・
和
」

子
ど
も
達
の
「
夢
・
希
望
・
幸
せ
」

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
青
で
「
若
さ
・
す

な
お
さ
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
佳
作
に
は
、
大
渕
悦
郎
さ
ん

（
下
条
三
丁
目
）
佐
藤
陽
一
さ
ん

（
長
岡
市
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、
今
後
「
会
旗
」

な
ど
に
使
用
し
、
い
つ
も
子
ど
も
会

活
動
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

札
灘
欝
中

　
県
と
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内

の
小
、
中
、
高
校
生
及
び
一
般
を
対

象
に
「
県
民
の
健
康
づ
く
り
運
動
意

識
の
高
揚
と
“
健
康
に
い
が
た
ク
・

ー
バ
ー
運
動
”
の
普
及
、
啓
発
の
た

め
」
の
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
次
の
要

項
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
．

〔
ポ
ス
タ
ー
部
門
〕

●
用
紙
…
画
用
紙
四
ツ
切
（
38
×
53
）

●
色
彩
…
自
由
（
ク
レ
ヨ
ン
・
パ
ス

テ
ル
、
油
彩
、
水
彩
い
ず
れ
も
可
）

●
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
●
文
字
等
…
図
緑

柄
に
は
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
（
下
図
）

及
び
「
健
康
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
た
ク
ロ
ー
バ
ー
キ

運
動
」
の
文
字
を

使
用
。
た
だ
し
高
校
生
、
一
般
は

O
母
乳
で
育
て
よ
う
口
塩
分
を
減
ら

そ
う
日
牛
乳
を
飲
も
う
四
緑
の
野
菜

を
食
べ
よ
う
　
　
　
の
四
つ
の
言
葉

を
併
せ
て
使
用
。

〔
標
語
部
門
〕

●
応
募
点
数
－
∴
人
三
点
以
内

●
用
紙
…
特
に
定
め
な
い
が
、
普
通

ハ
ガ
キ
を
使
用
す
る
場
合
は
｝
枚
に

つ
き
三
点
以
内
。
封
筒
の
場
合
は
ハ

ガ
キ
大
の
用
紙
に
ま
と
め
る
。

〔
留
意
事
項
〕
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●
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

●
入
場
無
料

●
主
催
　
十
日
町
市
公
民
館

　
　
　
（
奮
七
－
五
〇
一
一
番
）

お気軽にお出かけ下さい。

　　　　　多数のご来場をお侍ちしています。

日　　時 公　演　名 出　演　団　体

水沢銀嶺会
為永月踊会

6月26日仕） 唄と踊りと郷土芸 三糸会
午後7時開演 能の夕べ 新保広大寺保存会

球舞会
木謡会

吉田コーラス教室

7月3日出 コーラス＆フォー 市民合唱団
午後7時開演 クフェステバル 川治サンフレット

青少年ホームギタークラブ

扇踊会

7月10日（土）

午後7時開演
舞踊と歌の祭典

新潟バレーアカデミー

婦人会民踊部
北鐙坂若葉会
十日町カラオケ愛好会

●
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
、
職
業

（
学
校
名
、
学
年
）
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

　
〔
送
り
先
ー
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学
校
町
一
i

六
〇
二
　
県
衛
生
部
公
衆
衛
生
課

（
密
〇
二
五
二
1
≡
二
－
五
五
一
一
番
）

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ノ

「
、
昂
撰
鍛
蟹
灘

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
で
は
、
今
後
の
老
人

福
祉
推
進
の
た
め
実
践
、
研
究
論
文

を
次
の
要
項
で
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
論
文
…
…
課
題
テ
ー
マ
「
こ

れ
か
ら
の
老
人
ホ
ー
ム
の
あ
り
方
」

自
由
テ
ー
マ
の
い
ず
れ
か
一
題
を
選

択■
応
募
資
格
…
…
老
人
福
祉
施
設
に

関
係
あ
る
も
の
（
職
員
、
利
用
者
、

家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

■
字
数
…
…
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三

十
枚
程
度

■
締
切
日
…
…
七
月
三
十
一
日
ω

■
表
彰
…
…
ω
最
優
秀
作
一
篇
（
賞

状
、
副
賞
五
十
万
円
）
ω
優
秀
作
二

篇
（
賞
状
、
副
賞
三
十
万
円
）
⑬
入

選
四
篇
幽
佳
作
六
篇

■
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は
　
市
社
会

福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ
．

感

蟹隙

　
毎
年
六
月
に
行
っ
て
い
た
市
民
魚

つ
り
大
会
は
、
今
年
は
大
池
地
区
に

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
発
生
等
の
理
由
か
ら
、

中
止
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

結轟輔革 ～
ー
仁
仁
仁
匙
ー
匙
仁
参
ー
≧
仁
ー
葬
ー
妻
ー
≧
仁
崔
仁
仁
仁
ー
ー
“

ハ
ー
ス
　
シ
ー
ズ
聖

カ
ラ
ー
の
お
嬢
ε
ん

鵡繕鵡結鵡“““砧“離“　
　
今
月
の
バ
ー
ス
カ
ラ
；
の
お
嬢
さ

““
ん
は
、
三
十
｝
年
六
月
生
ま
れ
の
中

革
村
い
づ
み
さ
ん
で
す
。

“
中
村
さ
ん
の
墾
色
は
「
あ
こ
が

“蝕
れ
か
ず
ら
（
憧
葛
）
」
　
，
葛
の
上
品

μ
な
色
、
あ
る
い
は
青
梅
の
み
ず
み
ず

4
　
　
　
。

払
し
さ
－
・
－
・
緑
の
競
演
が
目
に
ま
ぶ

鵡
し
い
蓬
の
色
で
す
。

“
　
「
私
の
誕
生
色
は
・
あ
こ
が
れ
か

払“
ず
ら
だ
っ
た
で
す
ね
。
パ
ン
フ
レ
ツ
．

払
ト
で
み
る
と
し
ぶ
い
グ
リ
ー
ン
な
の

ぎ
私
に
は
ま
だ
着
れ
な
い
色
で
す
」

赴鵡
　
「
私
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛

鵡
な
ん
で
す
。
学
生
時
代
は
フ
ェ
ン
シ

穿
グ
を
し
て
い
芒
た
・
四
年
間

革鵡
ひ
た
す
ら
ク
ラ
ブ
ば
っ
か
り
で
」

砧
　
「
女
性
が
、
そ
れ
も
十
日
町
の
女

鵡革
が
珍
し
い
で
す
ね
。
き
っ
か
け
は
」

“
　
「
寮
の
人
に
誘
わ
れ
て
。
立
教
に

払
は
三
人
し
か
女
子
部
員
は
い
な
か
っ

““
た
ん
で
す
」
　
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

“
が
芽
を
も
た
げ
て
、
コ
モ
市
と
の
青

砧
少
年
交
流
に
応
募
し
た
の
で
す
か
」

払砧
　
「
昨
年
八
月
に
十
日
町
に
戻
っ
て

　6月生まれ
あこがれかずら（憧葛）

　DULL　GREEN
中村いづみさん（袋町）

⇒
≦
⇒
4
斗
≦
斗
斗
斗
⇒
斗
斗
斗
≦
4
斗
⇒
4
≦
≦
斗
斗
斗
4
乏
≦

き
た
の
で
す
が
、
社
会
参
加
を
す
」

機
会
も
な
く
、
何
か
交
流
の
持
て
る
胃

も
の
は
な
い
か
と
思
、
っ
て
い
た
ら
、
　
腎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

市
報
の
記
事
を
目
に
し
た
の
で
す
」
　
胃

　
　
「
コ
モ
市
の
ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
は
脚

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脊

7
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
で
す
よ
」
鞭

　
　
「
エ
ッ
本
当
で
す
か
。
コ
モ
に
行
”

っ
た
ら
、
今
の
仕
事
の
関
係
も
あ
り
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

ま
す
し
、
コ
モ
の
税
制
も
勉
強
し
て
轡

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
　
　
　
軒

　
「
好
き
な
色
は
？
」
　
「
白
で
す
」
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脊

「
白
の
好
き
な
人
は
、
清
潔
で
正
義
鳶

感
が
強
く
、
人
に
は
親
切
で
誰
か
ら
脊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宵

も
籍
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
仕
裏

は
仕
事
、
遊
び
は
遊
び
と
け
じ
め
を
押

つ
け
な
け
れ
ば
と
カ
ラ
ー
占
い
に
で
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

て
い
享
が
」
「
わ
り
と
当
っ
て
‡

ま
す
、
で
も
、
今
、
身
内
の
と
こ
ろ
町

で
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
つ
け
じ
め
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

を
つ
け
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
軒

ん
で
す
」
…
…
活
発
で
頭
の
回
転
が
η

早
く
聡
明
な
お
嬢
さ
ん
。
コ
モ
に
翔
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智

ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
八
月
に
．
－
。
碗
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
B
C
G
接
種
を
実
施

◎
該
当
者

　
e
　
昭
和
五
十
六
年
生
ま
れ
の
人
全
員
。

　
口
　
四
歳
未
満
の
人
で
、
昨
年
ツ
反
が
陰
性
・
疑
陽
性
の
人
．
た
だ
し
ツ
反

　
　
　
検
査
を
二
回
受
け
た
人
を
除
く
。

　
国
　
昭
和
五
十
四
年
一
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
今
ま
で
に
ツ
反
検

　
　
　
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
ノ

◎
注
意
事
項

　
H
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
後
は
も
ん
だ
り
、
こ
す
っ
た
り
し
な
い
よ
う
注
意

　
　
　
し
、
当
目
の
入
浴
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
口
　
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

地
　
区
　
名

月
　
　
　
　
　
　
日

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
　
判
定
・
B
C
G

　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

水
沢
小
学
校
区

6
月
30
日

（
水
）

7
月
2
日

（
金
）

午
後
1
時
30
分

　
～
2
時

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
20
分

　
～
2
時
40
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
50
分

　
～
3
時

珠
田
分
校

西
小
学
校
区

7
月
6
日

（
火
）

7
月
8
日

（
木
）

午
後
1
時
50
分

　
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

東
小
学
校
区

午
後
1
時
50
分

　
～
2
時
30
分

東
小
学
校

吉
田
小
学
校
区

7
月
7
日

（
水
）

7
月
9
日

（
金
）

午
後
2
時

　
～
2
時
30
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分

　
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

7
月
13
日

（
火
）

7
月
15
日

（
木
V

午
後
2
時

　
～
2
時
30
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分

　
～
3
時

真
田
小
学
校

中
条
小
学
校
区

午
後
1
時
50
分

　
～
2
時
30
分

中
条
小
学
校

　
・
人
Y
・
ウ
・
人
V
・
人
Y
・
人
Y
・
人
Y
・
人
Y
・
ム
Y
・
人
Y
・
杏
Y
・
人
Y
・
人
Y
・
人
Y
・
ウ
・
δ
Y
・
人
Y
・
δ
Y

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
日
程

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
が
悪
い
人
、
個
人

　
通
知
の
い
か
な
い
人
で
会
社
な
ど

　
で
受
診
し
な
い
人
も
も
よ
り
の
会

　
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
三
十
五
歳
以
上
の
人
は
血
圧
測
定

　
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け

　
て
く
だ
さ
い
。

期
　
　
日

検
診
時
間

会
場
名

対
象
地
区

6
月
24
日
困

午
前
9
時
30
分

　
～
n
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
i

本
町
1
囹

本
町
2
、
3
、
4
、
5

午
後
1
時

　
～
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
ー

本
町
6
囹
、
袋
町
園

6
月
25
日
囲

午
前
9
時
30
分

　
～
n
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

栄
町
、
高
田
町
1
、
2
、

高
田
町
3
斜

午
後
1
時

　
～
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
i

丸
山
町
、
千
代
田
町
、
昭
和
町
幽

西
寺
町
、
七
軒
町

危険物取扱者試験

　準備講習会を開催

講
習
対
象
者

物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者

受
講
料
　
危
険
物
協
会
員
　
三
千
円

　
　
　
　
非
協
会
員
　
四
千
円

申
し
込
み
　
受
講
希
望
者
は
六
月
二

十
八
日
（
月
）
ま
で
に
十
日
町
地
域

消
防
本
部
予
防
課
（
B
七
－
一
五
五

五
番
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
丙
種
危
険
物
取
扱
者
受
験

準
備
講
習
会
は
七
月
七
日
に
長
岡
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
希
望
者
は
直

　
県
で
は
七
月
二
十
七

日
（
火
）
に
危
険
物
取

扱
者
試
験
を
実
施
し
ま

す
が
、
県
危
険
物
安
全

協
会
で
は
そ
れ
に
備
え

た
受
験
準
備
講
習
会
を

次
の
要
領
で
開
催
し
ま

す
。期

日
　
七
月
五
日
（
月
）

六
日
（
火
）

会
場
　
小
出
郷
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
湯
之
谷
村
）

　
乙
種
第
四
類
の
危
険

　　　　辱噛～覇

今
冥
熾
斗
q
、
、
し
轟

ザ摯いよ

う
ぼ
…

　
　
　
ら
　
　
　
　
∀
房

名￥一

ぎξ

1セ’

　
　
　
透

乏
ら
b
こ
ち

巴
噛
誤
護

わ
ん
…
・

接
長
岡
市
消
防
本
部
（
奮
〇
二
五
八

－
三
五
－
二
一
九
一
番
）
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
十
日
町
松
竹
　
三
十
万
円
　
▼

生
越
伸
一
（
原
）
　
三
万
円
ー
香
典

返
し
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
　
千

円
　
▼
庭
野
健
作
（
本
町
六
ー
三
）

千
四
百
四
十
円
　
▼
松
岡
喜
久
峰
（
関

口
樋
口
町
）
三
万
円
－
二
十
五
周
年

社
中
展
　
▼
高
橋
利
幸
（
東
京
都
）

　
Q

セ
ミ
げ
鵯
き

酵
p
㍉

　
　
　
　
　
＼

愛
書
を
ψ

し
う
誌
亙
甘
と
愚

）
∈
の
に
…

わ
～
ん
“
・

四
千
七
百
円
　
▼
ス
タ
ミ
ナ
ク
ラ
ブ

三
千
六
百
円
　
▼
知
足
会
　
三
千
四

百
円
　
▼
関
ロ
タ
ミ
さ
ん
他
　
千
五

百
円
　
▼
高
山
松
寿
会
　
四
千
八
百

円
　
▼
羽
根
川
荘
募
金
箱
　
三
千
四

百
六
十
一
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
十
五
日
図
　
正
午
～
午
後

四
時
、
本
町
六
丁
目
二
、
昭
和
町
四

丁
目
、
稲
荷
町
一
丁
目
、
三
丁
目
北
、

三
丁
目
本
通
り
、
三
丁
目
南
、
丸
山

町
の
各
一
部
、
旭
町
、
稲
荷
町
二
丁

【
農
讐
…

｝
過
◎
￥

慈
猷

黛
合

￥
、
の
b
し
・
ぴ
ー

、
甫
恥
邑
≧

目
、
三
丁
目
東
の
全
部
，
▼
六
月
十

六
日
困
　
午
後
一
時
～
五
時
、
下
条

栄
町
の
一
部
、
下
条
中
央
通
り
、
桑

原
、
下
条
本
町
、
野
田
、

▼
六
月
十
八
日
囲
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
、
馬
場
、
水
沢
　
▼
七
月
五

日
㈲
　
正
午
～
午
後
四
時
三
十
分

伊
達
第
一
、

一
部
、
伊
達
第
二
、
第
四
の
全
部

蟹
沢
の
全
部
、
※

山竹の子味噌煮

材料　　　　　　調理法
山竹の子…7009　生の幽竹《驚子はさっと塩ゆで

だし一・一…C3看　奮る◎

身欠錬・…・・1309、塩漬の鉾の子は・塩出しをす

味瞼…一…1009　る・竹の子をななめに2つ切
砂糖・…一一大1　りにして身欠練と共にだしで

　　　　　　　　煮て味噌と砂糖で味付けする

郷土食

春、山に竹の子（根まがり竹）の出る時作るとよ

いが、塩漬けにして置いたものを夏や秋に煮て食

べるのも珍らしくてよろこばれます。

山竹の子飯
　　　　　　　　調理法
材料（4人分）　　　　　　、
米……．．専＿給①根まがり御子は繍でし
　　　　　　　　　て1，5cmにっすく切っておく。
⑦竹の子一1009　　　　　山
　　　　　　　　　　（取りMての竹の子は生の
＠味口曾………809　　　　　　　　一

◎｛
　　　　　　　　　まま使っ）
　　塩一一一小者
　　　　　　　　②味噌を水1合でといて上澄
　　酒一……大3　　　　　　　p
　　　　　　　　　みの汁を使っ。

　　　　　　　　③米に②の上澄み汁と㊦の調

味料を入れて水加減をして最後に竹の子を入れて

炊き上げる。

山菜料理

根まがり竹の子の出る6月～7月につくります。

　　　　　　　（郷土料理研究会　いろり会）

第
三
、
土
市
第
四
の
各
女

ふるさとの旬の料理⑮

　　　　　　　　－

　
六
月
十
六
日
午
後
停
電
の
た
め
、

下
条
出
張
所
で
の
印
か
ん
証
明
、
住

民
票
、
戸
籍
騰
抄
本
な
ど
の
発
行
が

で
き
ま
せ
ん
。
お
急
ぎ
の
方
は
、
市

役
所
市
民
生
活
課
窓
ロ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
｛

事
ヒ
が
2
　
齢

　
O
地
区
広
聴
会
が
始
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
要
望
が
繰
返
さ
れ
る
た
め
、
マ

ン
ネ
リ
化
し
つ
つ
あ
る
と
の
声
も
聞

き
ま
す
が
、
生
の
声
に
直
接
ふ
れ
、

そ
れ
に
直
接
答
え
て
ゆ
く
広
聴
会
の

活
動
は
民
主
政
治
の
基
本
で
す
。

「
市
づ
く
り
は
市
と
市
民
の
共
同
作
帯

業
、
で
き
あ
が
っ
た
市
は
市
と
市
民
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

の
共
同
作
品
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
原
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

点
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
広
聴
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

数…12，097／推計人ロ…48，832人（男23，871人・女24，961人）※基本台帳人ロ49，384人（5月1日現在）


